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地熱掘削について

一般社団法人
全国ボーリング技術協会

工事に必要な面積 ①

地熱井掘削
40m×60m程度の敷地

温泉掘削（大深度掘削泉）
20m×30m程度の敷地
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工事に必要な面積 ②

温泉井と地熱井の構造の違い

26″(660.4mm)坑 20" STK 12-1/4"(311.2mm)坑 10"SGP

50ｍ 50ｍ 50m 50m

外径：508.0mm 外径：267.4mm

内径：484.0mm 内径：254.2mm

9-5/8"(244.5mm)坑

300m 300m

17-1/2″(444.5mm)坑 13-3/8"×61.0LB/FT API-J-55

500ｍ 500ｍ

外径：339.7mm

内径：320.4mm 管尻セメンチング

7-5/8"(193.7mm)坑

800m 800m

フルホールセメンチング 外径：165.2mm

内径：151.0mm

9-5/8"×40.0LB/FT API-J-55

12-1/4"(311.2mm)坑 バットレスネジ

1,200ｍ 1,200ｍ

外径：244.5mm

ベルマウス 内径：224.4mm

5-7/8"(149.2mm)坑 4"STPG sch40

1500m 1,500m

外径：114.3mm

内径：102.3mm

7"×23.0LB/FT API-J-55

8-1/2"(215.9mm)坑

1,800ｍ 1,800ｍ 外径：177.8mm

内径：161.7mm

温泉井ケーシングプログラム図

バットレスネジ

地熱井ケ－シングプログラム図

掘削坑径及び掘削深度 挿入ケ－シング及び深度 掘削坑径及び掘削深度 挿入ケ－シング及び深度

外径：216.3mm

内径：199.9mm
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掘削状況・検層データ等により決
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傾斜掘削について ①

傾斜掘削について ②

掘削方法
・Down Hole Motor (DHM)を使用して方位・傾斜を調整する
・スタビライザーを組み込む位置によって傾斜を調整する

計測方法
・シングルショット
傾斜測定器で撮影した写真でデータを取得

・ステアリング
検層器のデータをアーマードケーブルによって地上に伝達

・MWD
マッドパルスまたは電磁波を使用してセンサーの信号を地
上に伝達
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地下水や温泉への影響防止する方法

騒音振動の影響を防止
近辺河川・温泉へ

の対策

・ビットの選定
・ビット荷重及び回転数の選定
・ショックツールの使用
・電気式掘削リグの使用
・防音壁の使用
・遮光ネットの使用

口元掘削
・エアハンマー工法
・ハンマークラブ工法
・オーガ工法
掘削流体
・イージードリルの使用
・ポリマー溶液の使用
・エアー及びミスト
ケーシングプログラム

地熱掘削について

御清聴ありがとうございました。

一般社団法人 全国ボーリング技術協会


